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論文題目：Effects of voluntary and forced exercises on motor function recovery in intracerebral 
hemorrhage rats.  ―自発運動ならびに強制運動が脳出血モデルラットの機能回

復に及ぼす影響―  

 

審査結果要旨：  
脳卒中後の運動麻痺治療訓練を行う際、やる気やストレスが機能回復に関与するといわ

れているがその機序は不明である。本研究では、運動麻痺を呈する脳出血モデルラットを

作出し、自発運動群、強制運動群および運動非介入群における運動機能回復の差を検証し

た。コラゲナーゼにより半身に運動麻痺を呈した脳出血モデルラットに対して、トレッド

ミルによる強制運動、回転ケージによる自発運動の運動介入を24日間行ったところ、運動

非介入群に比べ自発および強制運動介入群では機能回復が優位に促進され、特に自発運動

では強制運動より機能回復が早期に生じていることが明らかになった。次に運動の違いに

よる回復機序を明らかにするため、運動に伴うストレス、モチベーションの状態評価を行

ったところ、強制運動には高いストレス、自発運動には高いモチベーションを伴う可能性

が示唆された。これらより、ストレスを伴う強制運動よりも、意欲的に行う自発運動の方

が脳卒中後の機能回復に効果的である可能性が示唆された。学位論文ではこれらの研究内

容が系統的かつ過不足なく記述されており、国際学術誌Neuroreport. 2020年１月号に掲載

済みである。申請者の学位審査会においての質疑応答は的確であり、研究の背景、意義や

結果についての十分な理解と、自立した研究遂行能力を有していることを確認した。以上

より本研究内容は博士論文に十分な内容を有し、申請者は博士に相応しいものと判断した。 
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試験の結果は    合  格  ・  不 合 格   と判定する。 
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